第4回　虐待防止推進委員会　議事録
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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
虐待防止推進委員会開催日程

開催日時：毎月第2水曜日　15：30～16：00
場　　所：病院2階会議室

· 欠席届はワークフロー申請となります。開催日前に必ず提出して下さい。業務都合で欠席の場合も、必ず申請して下さい。

【事業進捗状況】
研修
精神領域　主担当：松村SGM
⇒7月の実施予定であったが、院内のコロナウイルスクラスター等があり延期中。集合しての研修実施は難しい状況が続いているため、WIZを用いた形での研修を計画中。早急に日程を決め、9月中には実施していく。
高齢領域　主担当：河原SGM
⇒社会福祉法人フラワー園の不適切なケア動画視聴をし「不適切ケア」についての感想や気付きをレポート提出する形式で実施。報告書を作成し、決裁も受けている。次回以降の研修日程に関しても検討していく。
意識調査
主担当：奥寺SGM、上野SGM
⇒アンケートを回収し、現在集計中。高齢領域の回答率は南山苑・南寿の里・五福（介護）で100％。精神領域・事務・みさわ等に関しては以下の通り。（上野SGMより）
集計・グラフの作成が終わり次第、各委員に考察を記載してもらい、取り纏めて9月中に提出出来るようにしていく。
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啓発活動
主担当：大井SGM
◯標語ポスター　
⇒各部署からの標語を取り纏め、投票を集計中。Excelファイルの標語リストの中から第一候補のみに◯を付け、9/18までに田村さんへメールで送るように。投票数が多い標語を用いてポスター作成も進めていく。
◯虐待防止に関する情報提供
⇒9/15にWIZ掲示板に掲示していく。
事例検討
担当：土岐SGM（田村さんの代理）
⇒介護拒否が強い利用者への介入ケースについて。入浴時の着替えの際に、「職員の手助けなく着替えをしたい」と利用者からの希望が聞かれていた。それに対し、「早くして」と強い口調で対応した職員がいた。対応した職員に対し、管理者よりその場で指導をしているが、本人は不適切ケアであった自覚が無い様子。「利用者に強く言う事も一つの介護手段と捉えている」というような発言も聞かれた。当ケースについて委員の考え・意見を聞きたい。
　他職員が同利用者へ対応する際には、本人のペースに合わせた対応（声掛けの時間を調整する…等）を心がけている。
白川SGM
⇒職員が強い口調で感情的な対応をしてしまっては、利用者・職員共に収拾がつかなくなってしまう。やはり不適切な対応であったのではないか。
福士SGM
⇒周囲の利用者への影響もあるため、やはり強い口調で対応するというのは、ベストな手段ではなかったのではないか。
吉田委員長
⇒今回の事例のように、その場で指導をするのは適切であったと考える。他委員の意見にもあるように、利用者の拒否があったからといって、強い口調で返すのは不適切な対応。フロア内の職員で当事例の検討をしてみても良いのではないか。

下半期に向けて　吉田委員長
⇒精神領域の研修時期の遅延以外は概ね予定通りに事業を進める事が出来ている。
　下半期予定されている事業も、形式が変わったとしてもスムーズに進行出来るようにしていく。
【次回委員会予定】

日時：R4年10月12日（水）15：30～

場所：病院2階　会議室

議事録：河原SGM（サブ 田村さん）　事例担当：赤坂SGM・河原SGM
